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스마트캠퍼스 소개 / 100년 지속성장대학 배재대학교
Speed, Mission, Active, Reborn, Together 발전전략으로 
SMART시대를　선도하겠습니다.
  배재대학교 SmartCampus는 기존의 강의매체에서 탈피하여 새로운 매체를 통해서
다양한  지식과  정보를  시간과  공간의  제약을  받지않고  수강하여  공유  할  수  있는
새로운 시스템입니다.
　SmartCampus 의 e-Learning 강의는 정해진 수업시간이나 장소에 구애없이
수시로 반복학습을 할 수 있으므로 지금까지의 강의실 강의와는 색다른 형태의
강의로서 자리잡게 될 것입니다.
  SmartCampus 를 통해 진행되는 사이버 강의는 전통적인 강의에서 하기 어려운
다양한 교육활동과 학습을 할 수 있습니다.
교수자는  충분한  시간을  갖고  강의준비를  할  수  있고,  다양한  강의자료와
４　 「SMART CAMPUS」　（https://lms.pcu.ac.kr）　2012 年 8 月 8 日取得。
表　正幸：第二言語教育プログラムについての一考察
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참고자료를 편리하게 관리 운용할 수 있으며 토론진행, 과제제출확인, 게시판,
성적입력 등을 일괄적으로 처리할 수 있습니다.
　학생들은 강의내용을 시간구애없이 반복할 수 있으며 해당 강좌에 대한 질문은
Q&A　에 게시판으로써 다른 학생과 지식을 공유하며 교수님의 답변을 들을 수
있습니다. 또한 원하는 날짜와 시간을 선택하여, 학습하고자하는 강좌의 강의실
좌석을  미리예약이  가능합니다.
《日本語訳》
スマート・キャンパス紹介。１００年持続成長大学　培材大学。















































５　 「배재대학교 사이버 실용영어 학습사이트에 오신 것을 환영합니다 .」
　（http://b2b.neungyule.com/paichai/）2012 年 8 月 9 日取得。


















매트릭스에　따라　발음, 표현, 어휘, 배경지식, 구조, 문법, 어구 등 필수 개념원리를 





































７　 「오픈콘텐츠 판다독의 다이어리」
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８　『中国の次のアジア』 （日経 BP 社 , 2012 年）





































10　 「平成 24 年度グローバル人材育成推進事業の公募について（通知）：文部科学省」



































11　Globish とは、Jean-Paul Nerrière 氏と David Hon 氏が Globish The World Over の中で提唱する non-native 
English speaker のための英語である。
12　ウィリアム・ヴァンス著 『人を動かす英語』（PHP 研究所 , 2011 年）　4 頁～ 5 頁。
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結　び
以上述べてきたことから、本学の第二言語教育が目指す方向としては、
・培材大学のように、eラーニングの強化によって、学生の学習時間を確保する
・本学の学生が、培材大学のように、中国や韓国の学生と、ひいては、英語圏の学生と
日常的に交流し、学習し合える言語学習環境を作る
・英語コミュニケーション能力の向上のため、英語で教育・学習することを中心とし、
日本語では国語（日本語）や日本史を学習する
・アジアに目を向けた意識改革のために、英語のみではなく、中国語や韓国語も教育・
学習する
ということになろう。これらの第二言語・第三言語は、関係各国の人と人的ネットワークが
作れるように、教育・学習されることが必須であろう。そして、人治主義の強いアジアでは、
そのネットワークを武器にビジネスを展開することが必要最低条件ではなかろうか。
この調査への不測の事態をご理解下さり、この調査を実施するにあたって、ご協力を賜っ
た情報処理センター長と情報処理センターのスタッフのみなさん、また、拙稿を執筆する
にあたって、ご協力いただき、帰鹿までお世話になった培材大学のスタッフと学生のみな
さん、協力してくれた鹿児島国際大学の学生たち、そして、最後ではありますが（last but 
not least）、一番お世話になった金讚基（김찬기）さんに深謝申し上げます。
